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特集

平成 年度九州地方治水大会
と き 平 成 年 月 日
ところ 宮崎市・宮崎厚生年金会館

晩秋に差掛かろうとするこの季節，夏の名残を思わせる太陽が輝く南国宮崎市， 宮崎駅
に近い文化の森公園の一角に建つ会場には，九州各県と沖縄県から市町村長ほか治水関係者ら
約 名が集まり開会時刻を待つ。
定刻 時に，宮崎市出身の 歌壇選者である伊藤一彦氏の記念講演によって開会した。
知事に代わり鈴木良一宮崎県副知事，岩井國臣全水連副会長（参議院議員）ならびに津村重
光宮崎県河川協会会長（宮崎市長）が主催者として挨拶し，津村会長を大会座長に推挙して議

宮崎県土木部提供



事にはいった。
宮崎県議会議長に代わり，鳥飼謙二商工建設常任委員長が祝辞を述べ，来賓が紹介された。
治水事業の現状について，桑島偉倫河川局治水課長補佐が，続いて，九州地方のそれについて
は，江頭和彦九州地方整備局長がそれぞれ説明を行った。
意見発表では，一瀬茂亀大分県弥生町長が 川を活かした町づくり と題して，無堤地区の

解消と内水対策が重要な課題である旨述べられた。
大会決議文を戸敷 正佐土原町長が朗読し，全会一致で採択された。
次期開催県を大分県と決定し，定刻に閉会した。

こんにちは，私宮崎県の副知事をしております

鈴木と申します。九州各県からご来県の皆様，皆

様のご来県を心から歓迎申し上げます。

本日のこの大会の主催者の一人でございます松

形祐堯 宮崎県知事が，あいにく他に所用がござ

いまして欠席を致しておりますので，知事の挨拶

を私からさせていただきますことをお許しいただ

きたいと思います。 一言，ごあいさつ申し上げ

ます。本日は大変お忙しい中，県選出国会議員を

はじめ，国土交通省並びに関係者の皆様方に多数

ご出席をいただき，厚くお礼申し上げますととも

に，ご来県いただきました皆様方を心から歓迎申

し上げます。

さて， 環境の世紀 と言われる 世紀を迎え，

地球温暖化やフロンガスによるオゾン層の破壊や

環境問題が発生しており，環境への負荷の少ない

循環型社会の構築や豊かな自然環境の保全，創出

などが求められております。また，世界的に異常

気象が頻発する中，地球温暖化に伴う海面上昇等
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歌人。日本文芸家協会会員。現代歌人協会会員。

昭和 年，宮崎市に生まれる。早稲田大学第一文

学部哲学科卒業。

現在， 教育テレビの 歌壇 選者，
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裏千家 淡交 歌壇選者。読売新聞東京本社版，

朝日新聞西部本社版に毎月の短歌月評を連載中。

著書は歌集に 日の鬼の棲む 伊藤一彦作品集 ，

エッセイに 夢の階段 宵の国から など多数。

現職 宮崎県教育研修センター主幹（指導主事）

記 念 講 演 主 催 者 挨 拶
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鈴 木 良 一

テーマ 水を愛した歌人─若山牧水

歌壇選者

伊 藤 一 彦



も懸念され，災害対策につきましてもグローバル

な視点が不可欠となってまいっております。

このような中， 川づくり につきましては，

効率的・効果的な治水事業の実施に加えまして，

自然と調和した水辺空間の形成をはじめ，森林の

保水力活用や，将来の世界的な水不足も視野に入

れた健全な水環境の確保，地域の個性を生かした

連携・交流の図られる川づくりなど，多様な視点

から次代を見据えた取り組みが重要になってきて

おります。

このため本県におきましては，環境に配慮した

多自然型川づくりをはじめ，森林や農地における

国土保全機能を活用した 国土保全奨励制度 ，

さらには県北の一級河川五ヶ瀬川の自然，文化，

歴史，景観などを活かした広域的な地域づくりで

あります 五ヶ瀬川ふるさと水回廊構想 の推進

など，多方面にわたる取り組みを実施していると

ころであります。

このように重要性が増している 川づくり で

ありますが，ご承知のように，公共事業につきま

しては，国の来年度予算概算要求におきましては，

公共投資関係費の ％削減とされておりまして，

社会資本の整備が遅れている地方にとりましては

大変厳しい状況にあります。

安全な国土づくり・まちづくりは，国民の望む

永遠の課題であり，特に九州地方におきましては，

特有の地形・地質・気象等の自然条件により，毎

年のように被害が発生しておりますことから，今

後とも本日ご出席の皆様や関係機関とも連携を図

りながら，引き続き治水事業等に取り組みますと

ともに，事業推進のための予算確保を強く訴えて

まいりたいと考えております。

本日は九州各県から関係者の皆様が一同に会さ

れ，意見発表等が行われますが，皆様の熱意によ

りまして，九州地方の治水事業が着実に推進され

ますことを念願を致しております。

ここで折角の機会でございますので，本県の宣

伝を若干させていただきたいと存じます。

皆様既にご承知のことと存じますが，シーガイ

アにつきましては今月 月に会社更正手続きの終

結が決定をされ，約 ヵ月半という異例の早さで

全ての更正手続きが完了し，新生シーガイアがス

タートをいたしました。

今後ともシーガイアはこれまで以上に本県はも

とより九州地域の観光・リゾートの一体的浮揚の

ため，その役割を果たしていくものと期待をして

おりますので，皆様方のさらなるご支援をお願い

申し上げます。

なおこの他本県では，現在，巨人・西武球団の

プロ野球の秋季キャンプが始まっており，また西

都市の西都原古墳群におきましては一面に約

万本のコスモスが花開いているところでありま

す。

皆様方におかれましては，折角の機会ですので，

時間の許します限り，宮崎の魅力に触れていただ

ければ幸いでございます。

終わりに，本大会のますますのご発展と，ご出

席の皆様方のご活躍，ご健勝を祈念申し上げ，ご

あいさつとさせていただきます。

平成 年 月 日 宮崎県知事 松形祐堯

知事の挨拶は以上でございます。
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全国治水期成同盟会
連合会副会長
参議院議員

岩 井 國 臣

本日，ここ宮崎市におきまして九州地方治水大

会を開催致しましたところ，公務誠にご多忙の中，

来賓の方々にも多数ご臨席賜り，誠にありがとう

ございます。また，平素治水関係の仕事にお骨折

りいただいております方々が，このように一堂に

会され，本大会が開催できますこと，主催者の一

人と致しまして誠に心強く，本大会を開催するに

当たり，厚く御礼を申し上げる次第でございます。

格別のご高配を賜りました宮崎県知事さんをはじ

め，関係各位に対しましても厚く御礼を申し上げ



る次第であります。

皆さん方もご承知の通り，わが国は災害の発生

しやすい，誠に脆弱な国土条件にあります。明治

以降，治水事業にはたいへんな力を注いで参りま

した。そのおかげで確かに水害は減少してきてお

ります。しかし，わが国における治水の整備率は

依然として低いのであります。河川で約 ％，土

砂災害につきましては ％に留まっておりまし

て，まだまだ不十分と言わざるをえません。本年

も，九州地方では六月に遠賀川が観測史上最高の

水位を記録し，九月には鹿児島県種子島でこれま

た観測史上最高の時間雨量を記録致しました。そ

して，また今月に入り，ここ宮崎県の北浦町，大

分県蒲江町一帯では，時間雨量 ミリ，日雨量

ミリを超える集中豪雨が発生し，多数の家屋の浸

水被害をみたところであります。

このように，近年における災害の発生状況を見

ますと，異常気象による洪水が頻発しそうな気配

も感ぜられる訳でございます。ここで災害対策の

手を緩める訳には絶対いかないものと思います。

利水につきましては，これまでのような水需要

は考えにくいものの，都市化の進展は依然として

続いておりますし，異常気象の心配もでてきてお

るということでございますので，早急に安全度の

向上を図る必要があると考えられます。

また，水のおいしさや安全への関心が大いに高

まってきております。従って水の質的な面も重視

しつつ，さらに利水対策に力を入れていく必要が

あるものと考えられております。

また治水・利水のみならず，環境面におきまし

ても，河川の果たすべき役割というものが，ます

ます重要になってきております。九州地方は今さ

ら申すまでもなく，地形・地質上自然災害を非常

に受けやすく，梅雨前線性の豪雨はもとより，台

風の常襲地帯に位置しておるということから，毎

年のように災害が発生しておりまして，わが国の

他のどの地域よりも治水に力を入れておかなけれ

ばならないものと考えられます。

世紀におけます国民の豊かで安全な暮らしを

維持していくためには，治水はいうまでもなく，

重要かつ根幹的な国策のひとつであります。当連

合会と致しましては，公共事業にとって一段と厳

しいときではありますけれども，治水施設等の整

備が引き続き強力に維持されますよう，平成 年

度治水関係予算の必要枠確保を目指し，幅広い運

動を行っているところでございます。当連合会の

かかる運動員の皆様方の力強いご支援を賜ります

よう，お願い致しまして，私の挨拶にさせていた

だきたいと思いますが，さきほどちょっと知事さ

んの挨拶で，誤解があるといけないと思いますの

で申し上げますが，概算要求は前年度予算の額に

なっておりまして， 月の予算編成の段階で ％

削減と。これは経済財政諮問会議でそういう線が

出ている訳で，多分来年度予算は ％削減になる

のかなと思うわけでございますけれども，私など

は，いやそれはおかしい，とんでもないこっちゃ

と言っておる訳でございまして，ぜひ皆さん方も

％削減がもう決まったもののごとく言われる

と，私も立場がございませんので，ひとつよろし

くお願い致したいと思います。また，補正予算が

決まっておりませんので，二次補正のことを言う

のは具合が悪いわけですが， 月の予算編成を状

況をみて，場合によれば第二次補正予算も必要に

なってくるのではないか，そのようにも考えてお

る訳でございまして，公共事業をしっかり確保し

てまいりたい。治水予算をしっかり確保してまい

りたい，そのように考えておりますので，どうか

皆さん方，ひとつ元気だしてですね，諦めないで

ですね，頑張っていただきたいと思う訳です。余

計なことを言いましたけれども，ひとつよろしく

お願い致します。以上で挨拶に代えさせていただ

きたいと思います。
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ただいまご紹介をいただきました宮崎県河川協

会会長の宮崎市長の津村でございます。

平成 年度九州地方治水大会の開催にあたり一

言ご挨拶を申し上げます。

本日は九州各県より治水事業に携わっておられ

る方々を数多くお迎え致しまして，このように盛

大に大会を開催できますことを心から感謝申し上

げますとともに，日頃の皆様方の治水事業の活動

に対しまして，心から敬意を評したいと思います。

ご承知の通り治水事業は国土保全の基本でござ

いまして，特に近年，河川流域における都市化の

進展などにより，災害が予想される危険地域がま

だまだ多く，特に九州・沖縄は台風や豪雨による

災害が発生しやすい地域でございまして，過去に

も貴い人命や貴重な財産を失ってきております。

こういった中で，住民の生命・財産を守り，人々

が安心して生活を送るためにも，なお一層の治水

事業の進展が必要と考えております。平成 年度

の国の予算は極めて厳しい話が流れているのでご

ざいますが， 世紀のわが国が安全で安心して生

活できる国となるために，この大会の開催を契機

に治水事業に必要な予算が確保され，計画的かつ

確実な事業の推進が図れることを強く期待するも

のでございます。

さて本大会は治水事業に携わっておられる関係

者が一堂に会し，九州地方の治水事業の情報収集

と意見交換を行い，事業を推進する場として，ま

た参加者の総意で大会要望を決議し，九州地方の

事業の促進を図るものでございます。治水事業の

諸課題を解決するためには，関係者の皆様方のな

お一層のご理解とご協力が必要でございますの

で，さらなるご尽力をお願いするところでござい

ます。

終わりに，本大会が実り多いものとなりますよ

うに，そして，参加される皆様のご活躍をお祈り

致しまして，ご挨拶と致します。誠にご苦労さま

でございます。
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宮崎県河川協会会長
宮崎市長

津 村 重 光 来 賓 祝 辞

宮崎県議会議長 代理
商工建設常任委員長

鳥 飼 謙 二

本日議長が業務が重なりまして，出席できませ

んので，私所管の商工建設常任委員長の鳥飼でご

ざいます。

ようこそ九州各県から太陽と緑の宮崎県におい

でをいただきありがとうございます。先ほど副知

事も申し上げましたけれども，アフターファイブ

で十分，宮崎の物産を味わっていただきたいと思

います。議長の祝辞を預かってきておりますので，

代読をさせていただきます。

本日平成 年度九州地方治水大会が，九州各

県の市町村長並びに治水事業関係の皆様を多数お

迎えしてこのように盛大に開催されるに当たり，

宮崎県議会を代表致しまして一言お祝いを申し上

げますとともに，皆様のご来県を心から歓迎致し

ます。

本日お集まりの皆様方におかれましては，日頃

から治水事業を通じて，住民の生命・財産を守り，

安全で快適な生活の確保にご尽力賜っており，心

から敬意と感謝の意を評する次第であります。

さて，ご案内のとおり，私たちが暮らす九州地

方では，台風や豪雨に見舞われやすいという気象

条件に加えて，都市化の進展や地形的な要因も併

せまして，洪水・高潮・土石流など多くの災害が

発生し，幾多の尊い生命や財産が失われてきたと



ころであります。私たちは過去の厳しい経験を通

して，治水施設の重要性やその整備の必要性を痛

感しており，今後とも総合的に治水対策を進めて

いかなければならないと考えております。

また，皆様ご承知のとおり， 世紀は 環境の

世紀 とも言われ，自然環境に対する関心が高ま

りをみせております。

こうした中，今後，河川の整備を進めるに当た

りましては，住民生活の安全を確保すると同時に，

河川が本来持っている，環境保全の機能も十分に

活かしながら，潤いと安らぎのある水辺空間の創

造にも配慮する必要があるものと存じます。

大変厳しい財政事情の中ではありますが，どう

か皆様方におかれましては，治水事業の計画的，

着実な推進にさらなるご尽力を賜りますよう，心

からお願い申し上げる次第であります。

終わりに，本大会の今後ますますのご発展と本

日お集まりの方々のご健勝，ご活躍を祈念申し上

げますとともに，是非この機会に，宮崎の自然と

歴史，そして人情味豊かな土地柄を探訪していた

だき，十分ご堪能いただきますようお願い申し上

げまして，お祝いのことばといたします。

平成 年 月 日 宮崎県議会議長 緒嶋雅晃

こういう席で意見発表の栄に輝きました大分県

の弥生町長の一瀬と申します。よろしくお願いし

ます。私に与えられましたテーマ 川を活かした

町づくり をテーマに，意見発表をさせていただ

きたいと思いますけれども，覚えたてのパソコン

で私自身が撮影して編集したものですからたいへ

ん見苦しい点があるとは思いますが，その点はご

容赦をいただきたいと思います。

弥生町は地図にありますように，大分県の南部

にありまして，国道 号線が町内を縦断しており
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治水事業の現状

お断り
説明内容の掲載は割愛させていただきました。

国土交通省河川局
治水課長補佐

桑 島 偉 倫

国土交通省九州地方
整備局長

江 頭 和 彦

大分県弥生町長

一 瀬 茂 亀

川を活かした町づくり

意 見 発 表



まして，ちょうど大分と延岡の中間で共に車で

時間の距離にあります。ここ宮崎までは 時間掛

かりました。早く東九州自動車道が開通しないと

いけないなと思いますが，凍結という意見もあり，

たいへん遺憾に思っております。

弥生町は東九州自動車道のインターが至近に予

定されておりますほか，主要な道路の起点・終

点・通過点となっておりまして，大分県南地域の

交通の要所となっている町でございます。

この弥生町は， 山青く，水清き文化の里 の

キャッチフレーズのごとく，たいへん自然の豊か

な田園町でございます。人口 人足らずの小さ

な町でございますけれども，大分県では，数少な

い過疎でない町，人口増加の町，健全財政の町で

もございます。町内を流れる番匠川は，平成 年

度の 平均値から見た水質ランキングでは，

一級河川では全国 位，九州の一級河川 河川の

中では第 位の清流でございます。その豊かな流

れは地域の農林業はもちろん，日豊海岸の豊かな

水産資源を育む重要な役割を果たしております。

この番匠川は，地域に多くの恵みをもたらせて

くれる反面，洪水などにより，住民の生命や生活

を脅かしてきた歴史を持つ暴れ川でもあります。

最近でも集中豪雨により番匠川の上流が氾濫し，

本流がせき止められたということがありました。

下流域には 万立方以上の土石が堆積し，河川の

機能を失ったという状態にもなりました。県知事

も急きょ現地を訪れるなど，異常事態となった訳

です。

今から 年以上前の戦国時代にも，優れ

た武将と呼ばれる人々は，敵と戦い，領土と住民

の生活を守りながら，自然を治めることのできた

武将だったと言われる訳で，武田信玄や豊臣秀吉，

加藤清正，伊達政宗などが有名です。

幸い本町は，番匠川を直轄管理する国土交通省

から各種の防災事業を積極的に展開していただい

ておりまして，随分と整備されてきましたが今な

お出水の都度，町の南部九箇所が浸水して住民生

活が麻痺するような状況でございまして，残され

た無堤地区の解消と共に，内水対策が喫緊の課題

となっております。この写真の上の右は平成 年

の 号台風の際の写真ですが，役場の駐車場でご

ざいます。上の左は孤立した保育所やデイ・サー

ビス等の公共施設ゾーンでございます。番匠川水

系では危機管理検討委員会を組織致しまして，過

去最大の昭和 年 月の洪水を対象にした洪水氾

濫シミュレーションによりまして，国土交通省か

ら浸水想定区域が公表されました。これに基づき

まして流域市町村ではハザードマップを作成し

て，住民に注意を換気しているところでございま

す。

またこれまでの川づくりは治水・利水が主流で

ございましたけれども，河川法の改正により，町

づくりや地域の活性化に直結した新しい川づくり

が求められる時代となりました。

弥生町の歴史や文化は，番匠川を中心に育まれ

てまいりました。早速取り組んでいただいたのが，

河川公園と水辺プラザでございます。水辺プラザ

は川を中心とした交流ネットワークの拠点とな

り，町のシンボルとなっております。水辺に親し

み，心安らぐ空間が水辺プラザと河川公園でござ

います。

番匠川では，国土交通省により，自然に優しい

いろいろな川づくりが展開されております。番匠

川は弥生町民の財産であり，川との共生，川を活

用した各種イベントによる町の活性化が推進され

ております。

交流人口の増加対策が求められておりますが，

入り込み客や利用客はリピーターとしての地元圏

域の人達，また町内を通過する多くの通行客の皆

さん，そして年間を通した行楽客がターゲットと

なっておる訳でございます。夏のイベント川祭り

は，今年で 回目を迎えました。秋を彩るコスモ

スは，町の花，町花でもあり，コスモス祭りも今

年 回という節目を過ぎました。 万本の色と

りどりのコスモスが訪れる多くの人を魅了し，身

も心もリフレッシュさせてくれます。その他にも，

幻想的な夏の夜の蛍祭り，……さらに蛍を育てる

ニナの放流や源流探訪ツアーなど，川を愛し，川

を守るいろいろな事業の展開や各種の河川愛護の

啓発にも積極的に取り組んでおります。

水辺プラザ河川公園は，道の駅にちなんで 川

平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）



の駅 と名付けました。そんな折，国土交通省か

ら道の駅を作ったらどうかとアドバイスをいただ

きました。早速この川の駅を中心に町の目玉とな

る施設作りをということで，計画に入りました。

道の駅は川の駅に隣接させることと致しました

し，その他の主要な施設も中心部に位置すること

から，相互に連動できる絶好の場所を選びました。

開発のためのコンセプトと致しましては，それぞ

れの施設を一体的に捉え，道の駅を立ち寄り型交

流施設の核施設として，また川の駅などを，自然

と親しみ自然と共生した余暇交流ゾーンとするこ

とにしました。水辺プラザの川裏事業として，ま

ず河川資料館を計画致しました。番匠川とその自

然を守る学習と啓発の施設 番匠お魚館 として

オープンし，連日多くの親子連れでにぎわってお

ります。

また，道の駅と川の駅には各種の施設を併設し，

親子や若者，お年寄りが楽しめるいろいろな遊び

の広場なども取り入れ，それぞれの施設を有機的

に連動させて相乗効果による集客力を高めるため

の施設作りに心がけました。今年の四月末に，県

内では 番目，県内の国道 号線沿いでは初めて，

宮崎の北川と大分の間に一箇所ということで，道

の駅弥生としてオープンしました。

産業の振興に直結する特産物加工販売施設は，

各種農産加工品の直売コーナーやふれあい交流施

設，その他を機能的かつ効率的に配置致しており

ます。県南地方で生産される新鮮な海の幸や山の

幸，農家の人々が丹精込めた採れたての野菜や草

花や切り花，そして特産のグルメなど人気は上々

で，これまで毎月の売り上げも平均 万円代を

維持しております。

オープン早々，番匠川名産の鮎と蟹のグルメツ

アー， による鮎蟹列車が多くの都会の人を乗

せて訪れ，都会との交流にもひと役買っておりま

す。

今後さらに道の駅や川の駅のグレードアップと

集客力を高めるために，第二期工事として温泉施

設 健康リフレッシュ館 を現在建設中でござい

ます。この施設は，地上部分に各種の趣向を凝ら

した浴槽を配置し，美容健康，保養休養，アミュー

ズメント機能を持たせ，地下にはふれあい交流施

設を計画し，来年秋のオープンを目指しておりま

す。

このように川を活かした町づくりは大きく変

身・拡大しました。弥生町の道の駅・川の駅は，

地域の産業振興と活性化を果たす場，心の豊かさ

を実感できる交流の場，住民の生きがいや働く場

の提供，そして地域の自然保護の再確認や再認識

など，多くの役割と多くの波及効果をもたらして

くれました。

いま自然との共生，地球規模での環境保護が叫

ばれています。しかしわが国の農山村は，過疎高

齢化，後継者不足などから山林は放置され，山は

荒れ，川は傷つき，回り回って海は死滅しようと

しています。しかも聖域なき構造改革推進の時代

となりました。しかし戦国時代の武将さえ重要視

していた治山・治水は国民の生命と財産を守る事

業であり，地域相互防災の視点からも引き続き推

進されなければなりません。本町の場合は，内水

対策や，河川環境整備ですが，今後とも，公共事

業，社会資本整備の必要性を強く訴えながら意見

発表を行いたいと思います。ご静聴ありがとうご

ざいました。
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治水事業は社会資本整備のなかでも，洪水等

の被害から国民の生命と財産を守る最も根幹的

なものであり，健康で豊かな生活環境と安全で

活力ある経済社会の安定を実現するという重大

な使命を担っている。

しかし，九州地方の治水施設等の整備状況は，

世紀を迎えた今日においても依然として低い

水準にあり，このことが，九州地方特有の地形・

地質条件や台風・集中豪雨といった厳しい自然

条件のもと，毎年各地で水害や崖崩れなどの甚

大な被害に見舞われる要因の一つとなってい

る。

近年の雨の特徴として，局地的，集中的に降

ることが多く，本年においても，集中豪雨によ

り九州各地で水害が発生し，尊い人命と莫大な

資産が失われたことは記憶に新しく，自然災害

に対する安全性の向上が緊急の課題であること

を痛感したところである。

また一方では，度重なる渇水により国民生活

や経済活動に支障が生じているところであり，

水資源開発の推進による水の安定供給も重要な

課題の一つとなっている。

さらに，河川は，地域住民の生活や文化と深

く関わっており，水質の改善，生態系の保全，

そして，うるおいとやすらぎのある水辺環境を

求める住民の要望はますます増大しつつある。

このような現状を踏まえ， 安全で安心して

暮らせる九州 ，快適でうるおいのある九州 ，

個性豊かな活力ある九州 の創造を目指し，

治水事業の強力かつ着実な推進を期して，ここ

に，われわれは九州地方治水大会を開催し，そ

の総意に基づき，国会並びに政府に対し，次の

事項が確実に実現されるよう強く要望するもの

である。

記

治水施設の整備及び水資源開発を計画的か

つ強力に推進するため，平成 年度治水事業

関係予算の必要額の確保を図ること。

九州地方の現状を踏まえ，安全で安心でき

る国土形成を図り，良好な水辺環境を創出す

るとともに，個性豊かで活力ある地域づくり

に資するため，特に，次の事項を強力に推進

すること。

水害，土砂災害を防止するための河川改

修事業，砂防事業の推進及び床上浸水被害

解消対策等の緊急対策の重点的な推進

洪水対策及び安定水資源確保のため，現

在事業中のダムの早期完成と水資源の乏し

い山間部，離島等においての生活貯水池の

整備の推進

頻発する水害，土砂災害に対応する災害

復旧関係事業の着実な推進

火山活動に対する安全確保のための砂防

事業の推進

うるおいとやすらぎのある水辺空間の創

出に資するための施策の推進

個性あふれる活力ある地域づくりを支援

するための施策の推進

防災拠点や緊急防災情報基盤整備等，災

害に備える危機管理施策の推進

以上決議する。

平成 年 月 日

九州地方治水大会

宮崎県河川協会副会長
佐土原町長

戸 敷 正

大 会 決 議

決 議 案



大分県の土木建築部長の田中でございます。本

日は平成 年度九州地方治水大会がこのように盛

大に開催されますことを心よりお慶びを申し上げ

ます。

ただいまご紹介いただきましたように，来年の

大会は大分県がお引き受けすることになりまし

た。誠に光栄に存じている次第でございます。

さて来年は，日本と韓国が共催致しますワール

ドカップが開催されます。大分におきましても，

月の 日， 日， 日と 日間 試合が開催さ

れる予定でございます。サッカーのメイン会場と

なります大分スポーツ公園のビッグアイという施

設も完成致しました。開催に向けまして準備を

着々と進めているところでございます。また一方

で，大分県は一村一品ということで地場産品を拡

充致しております。海の幸，山の幸も年々充実し

てまいりました。広く県内外の皆様方にご愛顧い

ただいているところでございます。

大分県と致しましても，今年のこの宮崎県にお

ける成果を踏まえまして，このように多くの皆様

方に喜んで参加していただける大会となりますよ

う，準備を進めてまいりたいと思います。どうぞ

皆様方には大分県にぜひお越しいただきまして，

豊かな自然に触れていただきたいと思っておりま

す。

終わりに，本大会のためにご尽力されました宮

崎県並びに関係者の皆様方に深く敬意を表します

とともに，本大会を契機と致しまして，九州地方

の治水事業の推進がますます図られますことをご

祈念申し上げまして，次回開催県の挨拶とさせて

いただきます。

来年は大分でお待ちしております。どうぞよろ

しくお願い致します。
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次期開催県挨拶

大分県土木建築部長

田 中 慎一郎
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立冬前日のこの日，時折驟雨のぱらつく盛岡市， 盛岡駅に程近い会場には，東北 県か
ら市町村長はじめ，治水関係者ら 名余が参加して，第 回東北地方治水大会が開催された。
定刻の 時，増田寛也岩手県知事，岩井國臣全水連副会長（参議院議員）ならびに川口善彌
岩手県河川海岸協会会長（雫石町長）が主催者挨拶ののち，谷藤裕明岩手県議会議長が祝辞を
述べ，来賓が紹介され，祝電が披露された。
治水事業の概要について，上谷昌史国土交通省河川局治水課長補佐ならびに浜口達男同省東
北地方整備局副局長がそれぞれ説明された。
大会決議文案を浅井東兵衛岩手県河川海岸協会副会長（一関市長）が朗読し，全会一致で決
議された。次期開催県を宮城県と決定し，第 部は終了した。
第 部は，河川フォーラムと題して，予定より遅れて 時 分に開始された。
はじめに，洪水体験の発表として，平 澄芳軽米町長が説明され，軽米の川と町づくりを考
える会により避難の寸劇が披露された。続いて，小山宗雄川崎村民生課長が発表。洪水対策事
例として，鈴木治義氏の阿武隈川の事例および御代田憲一郎氏による郡山市洪水ハザードマッ
プ改訂について，それぞれ報告がなされた。

第 回東北地方治水大会
と き 平 成 年 月 日
ところ 盛岡市・ホテルメトロポリタン盛岡

岩手県県土整備部提供



最後に，危機管理を考える のテーマにより，三村三千代（をんな会議）をコーディネーター
としてパネルディスカッションにより大会を締めくくった。

ご紹介を頂きました，岩手県知事の増田でござ

います。 東北各県の治水事業に携わっておられ

ます皆様方を多数お迎え致しまして，ここに第

回の東北地方治水大会を開催することができ，地

元の者と致しまして，皆様のご来県を心から歓迎

申し上げる次第でございます。

また，ご来賓の皆様方には，ご多忙中ご臨席を

賜りまして，厚く御礼申し上げます。

ご承知のとおり，この河川といいますものは古

来から，その沿川に文化を育んでおりましたし，

また，経済の発展というものもこの川の流れに

沿った形で発展を遂げてきたわけでございまし

て，私どもに大きな恵みを与えてくれるというも

のでございます。

しかし一方で，地形や気象などの自然条件など

によりまして極めて災害を被りやすい，そのよう

な国土に私どもは住んでいるところでございま

す。今日の第 部の事例発表のほうにおきまして

も，わが岩手県で発生を致しました軽米町の雪谷

川での大災害の体験が今日は軽米町長さん，平町

長さんの方から体験発表等もございますし，また，

川崎村での体験の発表などもございますが，こう

したものにみられるがごとく，多くの災禍を全国

各地にもたらしているわけでございます。幸いに

して今年は本県も災害による被害は大変少のうご
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主 催 者 挨 拶

岩手県知事

増 田 寛 也

ざいましたけれども，国土全体を見渡せば，台風，

豪雨等による甚大な被害が発生しているというよ

うな状況でございます。

また，いったん被害が発生いたしますと，その

復旧には大変な時間と労力，経済的な損失，そう

いったものが生ずるわけでございまして，先ほど

申し上げました，軽米町を中心とした災害でも，

あれは平成 年の 月の災害でございましたが，

まだまだ，その災害の爪痕というものは大変多く

残っておりますし，またそういったものに対して

の備えというものを十分に行っていくということ

が大変大事なことかというふうに思うわけでござ

います。

したがいまして，こうした認識を基に国でも，

そして県でも市町村でも，そして地域の皆様方，

をはじめとした地域のまさしく沿川に住む

住民の皆様方が，治水対策というものに積極的に

今まで取り組んでこられたわけでございますし，

この東北の各県，多くがそうだと思いますけれど

も，まだまだ河川の整備は非常に低い水準にとど

まっておりますので危険箇所というものを多く抱

えているわけでございます。こうした災害に対す

る安全性の向上というものは，喫緊の課題となっ

ていると，そのように考えております。

しかしそうした中で，昨今公共事業に対しての

さまざまな批判というものが多く寄せられている

ところでございまして，こうしたものに対して一

つひとつしっかりとした対応を取っていかなけれ

ばなりませんし，正すべきところは大いに正して

いい形で事業が行なわれるようにしていかなけれ

ばならない訳ですが，ひとつ皆様方にはぜひご理

解をしておいて頂きたいと申しますのは，去る

月 日に政府の経済財政諮問会議というものがご

ざいます。ご承知のとおり，小泉内閣のもとで骨

太の方針などを発表した訳でございますが，この

諮問会議の中で民間 名の委員の皆様方が，その



場に 社会資本整備のあり方 というペーパーを

提出してございまして，おそらく今日おいでの皆

様方もそうしたペーパーについてはご覧になる機

会もあったかというふうに思うのですが，色々な

ことが社会資本整備について書かれているわけで

すけれども，やはりその中で見ておりますと，治

山治水分野，この治山治水の分野について整備テ

ンポを遅らせるということがここに書かれてござ

います。来年度の予算が ％削減されて，今年度

に比べて ということで予算を仕上げるという

ことを言われておりますが，その後も 年間 ％

ずつずっと対前年度減らしていって，トータルで

％予算を削減すると，特にその中にも，全体を

減らしていく中で，治山治水などの分野について

整備テンポを遅らせると，こういうことが民間

名の委員の皆様方のペーパーとして提出をされて

おりまして，それをベースにまた議論が今進めら

れていると，このような状況がございます。

これについて私が思いますのは，やはりこう

いった治水整備のテンポを遅らせるなどというこ

とを，ひとくくりにして議論するのは大変危険な

ことでありまして，それぞれの事業についてはや

はり事業の有効性とか，そうしたものを一つひと

つ吟味をしてその上で議論をしていくべきもので

はないか，ある公共事業の様々な分野がございま

すが，あるその特定の分野だけを取り上げてそし

てこの分野についてはテンポを遅らせていいとか

どうとか，そういうことを議論すること自体，そ

のやり方自体がやはりこの議論の仕方として間

違っているのであって，確かに全体の単位が従来

と違って，ある程度一定の鍵があるということは

前提でございますけど，その中でいかに効率的な

社会資本の整備を行っていくのかということは，

地域事情そして事業の一つひとつの吟味の上に

行っていかなければならない。

治水の分野だけすっぽりとほかの分野に比べて

整備テンポを遅らせる等ということの議論自体が

極めて低いレベルの議論でありまして，こうした

ことが議論のこれからのたたき台となっていくこ

とについては，やはりこの東北の治水大会に参加

していただく皆様方に強い危機感を抱いて頂き，

そしてそれに対しての行動を取って頂ければ，こ

のように思うところでございます。

今日この後，会議の中でも色々議論がありまし

て，その上で決議なども取りまとめられる，こう

いう段取りになっている訳でございますが，今，

第九次の治水事業 ヵ年計画というものがござい

まして，こうした事業の完全実施に向けて皆様方，

今日一同で東北地方で事業に携わっている皆様方

一同に会しているわけでございますので，せっか

くのこういう機会でございますので，今申しまし

たような最近の状況なども十分に踏まえた上で，

そうして現実的に治水事業が不十分だったが故に

大きな災禍を被った地域の皆様方の体験等を踏ま

えた上でこれからの将来，次の世代，あるいは次

の次の世代に残すべき良質な社会資本の整備のあ

りかたについて，大いに英知を絞って頂きたい，

このように念願するものでございます。

終わりにあたりまして，本大会を契機として，

治水事業がさらに強力に推進されることを念願い

たしまして，ご挨拶とさせていただきたいという

ふうに思いますが，今日はちょうど，大変お忙し

い中，岩井國臣参議院議員にもおいでを頂いてい

るところでございます。ちょうど私が以前勤めて

おりましたのが，当時建設省の河川局というとこ

ろにしばらく勤務をしてございましたですけれど

も，そのときの私直属の上司，河川局長をしてお

られ，全国のそうした治水事業の推進，またそう

した全国の防災の推進のということに大変先頭に

立って取り組んでおられた大先輩が今日，全国治

水期成同盟会連合会副会長の立場でお忙しい中お

いで頂いているところでございまして，大変光栄

に存じているところでございます。こういう意義

のある場でございますので，せひともまた，皆様

方の決意の程を副会長さんにお見届け頂きまして，

その意図するところを国政の場にぜひご反映頂き

ますようにお願い申し上げる次第でございます。

いずれにいたしましてもこうした大変重要な時

期でございますので，皆様方の積極的なご意見の

開陳お願い申し上げる次第でございます。

以上でご挨拶とさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。
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本日，ここ盛岡市におきまして，東北地方治水

大会を開催いたしましたところ，公務誠にご多忙

のなか，来賓の方々にもご臨席賜り誠にありがと

うございます。また，平素，治水関係の仕事にお

骨折りいただいている方々が一同に会され，この

ように本大会が開催できますことは，主催者のひ

とりといたしまして誠に心強く，本大会を開催す

るに当たり，厚くお礼申し上げる次第であります。

格別のご高配を賜りました岩手県知事をはじめ，

関係者各位に対しましても厚く御礼を申し上げま

す。

ご承知のとおり，わが国は災害の発生し易い，

誠に脆弱な国土条件にあり，明治以降，治水事業

には大変な力を注いでまいりました。そのお陰で

確かに水害は減少してきております。しかし，わ

が国における治水の整備率は，依然として低いの

であります。河川で約 ％，土砂災害について ％

にとどまっており，まだまだ不十分と言わざるを

得ません。

特に東北地方は，北上川をはじめ，長大河川が

多数存在し，未整備の個所も多く，また地域を縦

断する火山地帯や全国有数の豪雪地帯を抱えるこ

とから自然災害を受けやすい状況にありますが，

全国に比較し，無堤区間が多いなど，治水施設の

整備水準は依然として低い状態にあるといわざる

を得ません。

平成 年 月の阿武隈川における水害では，七

日間の累加雨量が年間総雨量の ％にも相当する

既往最大の ミリメートルを記録しました。

平成 年には，名古屋市を中心とする都市域の機

能を麻痺させた，愛知県新川における大水害が起

こりました。また，今年 月に遠賀川が観測史上

最高の水位を記録， 月には鹿児島県種子島では

観測史上最高の時間雨量を記録しました。このよ

うに近年における災害の発生状況をみております

と，異常気象による洪水が頻発しそうな気配が感

ぜられます。ここで災害対策の手を緩める訳には

いきません。

利水につきましては，これまでのような水需要

は考えにくいものの，都市化の進展は依然として

続いていますし，異常気象の心配も出てきており

ますので早急に安全度の向上を図る必要があると

考えられます。また，水のおいしさや健康への影

響についての関心が大いに高まっています。従っ

て水の質的な面をも重視しつつ，更に利水対策に

力を入れて行くことが必要でしょう。

また，治水・利水のみならず，環境面において

も河川の果たすべき役割というものがますます重

要になってきております。

ここ，東北地方は国土面積の約 パーセントに

及ぶ広大な地域であり，わが国の食料基地として

の役割を担っている他，近年は，高速交通体系の

整備により， を中心とする情報産業の展開が

進んでいます。

また，世界に誇る貴重な文化遺産や自然環境を

有し，それらと一体となった歴史と風土を合わせ

持った地域でもあります。

東北地方の発展と生活基盤の充実をはかるため

には，やはり水を治めること……，治水事業を強

力に推進していかなければならないのではないで

しょうか。

世紀における国民の豊かで安全な暮らしを維

持していくためには，治水はいうまでもなく，重

要，かつ，根幹的な国策の一つであります。

当連合会といたしましては，公共事業にとって

一段と厳しい時ではありますが，治水施設等の整

備が引き続き強力に推進されますよう，平成 年

度治水関係予算の必要額確保を目指し，幅広い運

動を行って参る所存であります。

当連合会のかかる運動に皆様方の力強いご支援

を賜りますようお願いいたしまして私の挨拶とい

たします。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

全国治水期成同盟会
連合会副会長
参議院議員

岩 井 國 臣



第 回東北地方治水大会の開催にあたりまし

て，岩手県河川海岸協会を代表致しまして，一言

ご挨拶を申し上げます。

本日は公務ご多忙中にもかかわらず，東北各県

から治水関係の方々の多数のご参加を頂き，盛大

に開催できますことは，主催者のひとりといたし

ましてこの上ない喜びであり，厚く御礼を申し上

げますとともに，皆様を心から歓迎申し上げる次

第であります。

申し上げるまでもなく，治水事業は，国土保全

の基本であり，その促進による事業の充実なくし

ては，住民の安全は確保できないことであります

が，毎年各地では，台風や大雨により大きな水害

が発生し，尊い命と貴重な財産が数多く失われて

いるのが実情であり，治水事業の重要性，必要性

を痛切に感じているところであります。

このようなことから，私ども市町村は，地域の

川を守る愛護運動を盛り上げるとともに，地域社

会を水害から守るため，治水事業の促進に積極的

に取り組んで参りましたが，東北地方の河川の整

備はまだ十分とは言えない実情でございます。

こうした中で，国土交通省をはじめとする関係

当局におかれまして，本格的な高齢化社会を迎え，

安全で真に豊かで快適な生活環境の創造に向け

た，治水事業の強力な推進に，大変なご尽力をい

ただいておりますことに対しまして，衷心より，

深く感謝を申し上げる次第であります。しかしな

がら，経済財政諮問会議において，一部の方から

治水事業の整備テンポをおくらせては，という意

見もあり，憂慮しているところでございます。

このような意見もございますが，本日の治水大

会を契機として，郷土を水害から守り，安全で豊

かな潤いのある地域社会を築くため，私どもは，

東北地方の治水事業が更に促進されますよう，国

土交通省をはじめとする関係当局の，なお一層の

ご指導，ご支援をいただきながら，最大限の努力

を傾ける決意を，ここに改めて致したいと存じま

す。

ご参会の皆様の一層のご奮闘をお願い申し上げ

まして，協会としての挨拶とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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岩手県河川海岸協会会長
雫石町長

川 口 善 彌

来 賓 祝 辞

岩手県議会議長

谷 藤 裕 明

地元岩手県議会の議長をつとめております谷藤

でございます。

まず本大会のご盛会を心からお祝いを申し上げ

ますとともに，ご来県を歓迎を申し上げさせてい

ただきたいと思います。それでは岩手県議会を代

表させていただいて皆様方に祝辞を述べさせてい

ただきたいと存じます。

祝辞

本日ここに，東北各地から多数の関係者をお迎

えし，第 回東北治水大会が盛大に開催されるに

あたり，地元岩手県議会を代表いたしまして一言

ご挨拶を申し上げます。

国土交通省をはじめ，ご参会の皆様方におかれ

ましては治水事業の推進に積極的に取り組まれ，

地域住民の安全で快適な生活環境の実現に多大の

ご尽力を頂いているところであり，日頃の並々な

らぬご努力に対しまして深甚なる敬意を表します

とともに，心から感謝申し上げる次第であります。

申し上げるまでもなく河川は古来より私達の生

活と深く関わり合い人々の情操を育むとともに我



が国の文化と産業・経済の発展に極めて大きな役

割を果たしてまいりました。

しかしながら，関係者のご努力にも関わらず大

雨による洪水や土石流，地すべりがけ崩れ等の土

砂災害や台風による高潮被害等が毎年のように発

生し，尊い人命と貴重な財産が失われております。

また，全国的に都市化の進展や流域開発の振興

に伴い，洪水や土石流などによる災害発生の危険

性は，ますます増大している状況にあると存じま

す。このような状況を改善するためには，第九次

治水事業七ヵ年計画をはじめとする各種の長期計

画を着実に実施し，治水施設等の設備を一層推進

することが肝要と存じます。

私ども議会といたしましても，東北各県議会は

もとより全国都道府県県議会長会と密接な連係の

もと，治水事業の一層の推進が図られますようあ

らゆる機会をとらえ，努力を重ねているところで

あります。どうか皆様方におかれましても，この

大会を契機とされ，今後とも治水事業の発展の為，

なお一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げ

る次第であります。

終わりに，大会が実り多い成果をおさめられま

すようご期待申し上げますとともに，ご参会の皆

様のご健勝をお祈り申し上げましてお祝いの言葉

といたします。

本日は誠におめでとうございました。

国会議員（代理出席） （敬称略・順不同）

衆議院議員 達 増 拓 也

衆議院議員 鈴 木 俊 一

衆議院議員 黄川田 徹

衆議院議員 小 沢 一 郎

衆議院議員 工 藤 堅太郎

衆議院議員 松 本 善 明

参議院議員 平 野 達 男

参議院議員 椎 名 素 夫
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来 賓 紹 介

国土交通省

河川局治水課長補佐 上 谷 昌 史

東北地方整備局

副 局 長 浜 口 達 男

河 川 部 長 江 藤 隆

河 川 部 水 政 課 長 森 満

青森工事事務所長 長谷川 金 二

岩手工事事務所長 中 村 敏 一

仙台工事事務所副所長 西 川 和 雄

秋田工事事務所長 野 中 宏

新庄工事事務所長 佐 藤 一 幸

福島工事事務所長 大 西 亘

外郭団体

財団法人河川情報センター

仙台センター所長 千 田 武

県議会議員

議長 谷 藤 裕 明

議員 菊 池 勲

祝電ありがとうございました

衆議院議員（敬称略・順不同）

安住 淳 荒井 広幸 井上 義久

今田 保典 大島 理森 小沢 一郎

黄川田 徹 工藤堅太郎 玄葉光一郎

御法川英文 坂本 剛二 鹿野 道彦

鈴木 俊一 高橋 嘉信 近岡理一郎

日野 市朗 二田 孝治 三塚 博

村岡 兼造 吉野 正芳 三村 申吾

大石 正光 渡部 恒三 野呂田芳成

遠藤 武彦

参議院議員（敬称略・順不同）

岩井 國臣 岩城 光英 佐藤 雄平

椎名 素夫 田名部匡省 平野 達男

和田ひろ子



山形県議会議長 山科 朝雄

陸上自衛隊第九特科連隊長兼岩手駐屯地司令

寺田 和典
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治水事業の概要

お断り
説明は勝手ながら割愛させていただきました。

岩手県河川海岸協会
副会長

浅 井 東兵衛

大 会 決 議

決 議 案

治水事業は，わが国の国土基盤整備事業の中

でも国民の生命と財産を守り，活力のある経済

社会と安全で快適な生活環境を築くうえで，欠

かすことのできない，最も根幹的事業でありま

す。

しかしながら，毎年全国各地において，大き

な災害が発生し，幾多の尊い生命と財産が失わ

れております。特に東北地方は，国土の中でも

長大河川が多数存在し，未整備河川も未だに多

いことから，ひとたび豪雨や融雪による洪水が

発生すると，沿川地域に大きな被害をもたらす

状況にあります。

また，本地域の治水施設の整備状況は，積雪

寒冷地という特異性と相まって，依然として低

い水準で推移しており，災害に対する安全性の

向上は緊急の課題となっております。

にもかかわらず，政府の経済財政諮問会議に

おいて民間議員から治水整備のテンポを遅らせ

るべきとの提案があったことは，わが国の水害

実態を全く認識していない無責任なものであ

り，見過ごすことはできません。

国土交通省河川局
治水課長補佐

上 谷 昌 史

国土交通省東北地方
整備局 副局長

浜 口 達 男



加えて，近年は豊かでゆとりのある質の高い

生活や良好な環境を求める国民の要望がますま

す増大しており，治水，利水，環境をともに目

指した川づくりを一層進め，健全な水循環系や

生態系に配慮した潤いのある水辺空間の保全と

創出を図るとともに，計画的な水資源の開発，

水利用の適正化を総合的に推進することが重要

であります。

このため，治水事業を計画的かつ着実に推進

することが，豊かで安全な国民生活に必要不可

欠なものと確信しております。

ここに私たちは，東北地方治水大会を開催し，

その総意に基づき，国会，政府並びに関係方面

に対し，次の事業が実現されるよう強く要望し

ます。

記

第 次治水事業七箇年計画に基づく治水事

業の早期実現を図ること。

東北地方の平成 年度治水事業予算の大幅

な増額を図るとともに，必要な地方財政支援

措置を講ずること。

安全で豊かな社会基盤の形成を図り，活力

ある地域づくりに資するため，地域と一体と

なった治水事業を促進するものとし，特に次

の事項を強力に推進すること。

投資効果が早期に発現する事業に対して

は，短期集中的に重点投資を行い事業の促

進を図ること。

水害や土砂災害の被災状況に応じた多様

な治水対策の推進を図ること。

防災拠点や情報基盤の緊急整備を図るな

ど，災害に備える危機管理対策の推進を図

ること。

以上決議する。

平成 年 月 日

第 回東北地方治水大会

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

次期開催県挨拶

宮城県土木部次長

小 出 恭

宮城県土木部次長の小出でございます。

ただいま，次期開催県の決定をいただき，誠に

ありがとうございました。

よろこんでお引き受けをしたいと存じます。

宮城県での開催は，平成 年 月以来 年ぶり

でございます。

当県では，今年は国民体育大会と第 回全国障

害者スポーツ大会が開催されまして，おかげさま

で盛大裡に終了させていただいたところでござい

ます。

また，来年 月にはワールドカップサッカーの

一次リーグ戦も開催される予定で，多くのお客様

においでを頂けるものと思っております。

我が県で開催します， 東北地方治水大会宮城

県大会 は来年 月上旬を予定しております。

皆様方，多数のご来県をお待ち申し上げます。

皆様方と宮城県大会での再会を楽しみにしなが

ら簡単ではございますが挨拶といたします。

是非皆様来年おいでください。
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第 部 河川フォーラム

洪水体験発表

軽米町

軽米町長 平 澄芳

寸劇のシーン（軽米の川と町づくりを考える会）

川崎村民生課長 小山宗雄

洪水対策事例

阿武隈川本宮町の報告

本宮町阿武隈川築堤早期実現期成同盟会会長
鈴木 治義

川崎村

郡山市洪水ハザードマップ改訂報告

郡山市建設部河川課長 御代田憲一郎



（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

パネルディスカッション

…危機管理を考える…

コーディネーター

三 村 三千代（をんな川会議）

パネリスト

前 澤 恵 子（軽米の川と町づくりを考える会）

小 山 宗 雄（川崎村民生課長）

鈴 木 治 義（本宮町阿武隈川築堤早期実現

期成同盟会会長）

御代田 憲一郎（郡山市河川課長）

水戸部 浩 子（をんな川会議）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 10%)
  /CalRGBProfile (Apple RGB)
  /CalCMYKProfile (U.S. Sheetfed Coated v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /AndaleMono
    /Apple-Chancery
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /CapitalsRegular
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /Charcoal
    /Chicago
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Courier
    /Courier-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /FutoGoB101-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /GadgetRegular
    /Garamond
    /Geneva
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBB-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101-Bold
    /GothicMB101-Ult
    /GothicMB101-hea
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HeiseiKakuGothic-W5
    /HeiseiMincho-W3
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /HoeflerText-Black
    /HoeflerText-BlackItalic
    /HoeflerText-Italic
    /HoeflerText-Ornaments
    /HoeflerText-Regular
    /Impact
    /Jun101-Light
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34-Medium
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501-Bold
    /Jun501Pro-Bold
    /KaishoMCBK1Pro-DeBold
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /MidashiGo-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMin-MA31
    /MidashiMinPro-MA31
    /Monaco
    /NewYork
    /Osaka
    /Osaka-Mono
    /Palatino-Bold
    /Palatino-BoldItalic
    /Palatino-Italic
    /Palatino-Roman
    /Ryumin-Bold
    /Ryumin-Light
    /Ryumin-Medium
    /Ryumin-Ultra
    /Ryumin-heavy
    /Ryumin-regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /RyuminPropNum-Light
    /SandRegular
    /ShinGo-Bold
    /ShinGo-Light
    /ShinGo-Medium
    /ShinGo-Ultra
    /ShinGo-regular
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKai-CBSK1
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Skia-Regular
    /Symbol
    /TechnoRegular
    /TextileRegular
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Webdings
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200034002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


